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～第 20１通常国会 国民大運動･安保破棄中実委･中央社保協主催１･29定例国会行動～ 

国会での答弁の酷さは、安倍政権の行き詰まりの露見！ 

安倍政権を追い詰める通常国会に！ 
                     ～全労連小田川議長･代表世話人の主催者挨拶より～ 

1 月 29 日、三者共催による第 1回目の定例

国会行動は、全日本民医連の宮澤洋子常任理事の

司会の下、90 名が参加して行われました。第

201通常国会は1月20日に招集され、6月17

日までの 150日間の会期です。安倍首相と全閣

僚出席の予算委員会での論戦は27日からスター

ト。2019 年度補正予算は昨日衆議院で可決さ

れ、参議院に送られました。この後31日には集

中審議が予定されていますが、安倍首相は昨年末からの「桜を見る会」、2閣僚の辞任、カジノ汚職など

の疑惑についてまともに応えようとせず、首相自身の政治姿勢が厳しく問われています。 

主催者挨拶をおこなった全労連の小田川義和議長(国民大運動代表世話人)は、「国会答弁の酷さは安倍

政権の行き詰まりの露見だ」と指摘し、真正面から応えるよう運動を強めようとよびかけた。また、補正

予算について「軍事費が全体の 1割を占めている」とし「軍事費を補正予算に計上する抜け穴を認めて

はシビリアンコントロールが効いているとはいえないのではないか」と批判。また、首相の答弁をめぐっ

ても、自身が関与していないとの答弁は偽りであったと指摘し「市民が望まない 9条改憲に固執する安

倍政権を追い詰める通常国会にしよう」とよびかけた。 

国会報告をおこなった日本共産党の高橋千鶴子衆議院議員は「安倍首相のこの間の『桜を見る会』の答

弁の論理が、完全に破たんしている」と批判。「追及の資料も共有し野党が連携して追い詰め、それを皆

さんがぐんぐん押している状況が生まれている」とし「森友･加計疑惑のときと同じように、答弁に合わ

せて文書の処分、改ざん、ルールの変更が行われており、まさにモラルハザードの内閣だ」と批判。全世

代型保障の狙いも明らかにしながら、「新しい憲法署名と合わせて、野党共闘をつよめ皆さんと力を合わ

せ、安倍政権を退陣に追い込んでいく国会にしよう」とよびかけた。 

3 名の代表が決意表明をおこないました。 

憲法共同センターの高橋信一事務局長は、この間の「桜を見る会」をめぐる問題について、朝日新聞の

世論調査で 73％が首相の答弁に納得していないとして「政治･税金私物化の安倍政権は退場しかない」

と批判。安倍首相が憲法 9 条への自衛隊明記を「国防の根本にかかわる」と意欲をしめしているとして

「まずは憲法審査会を開催させない。自民党改憲案の提示、改憲議論をさせない、改憲発議など絶対にさ

せないたたかいを新署名とともに大きく展開したたかう」と決意を述べた。 

労働法制中央連絡会の伊藤圭一事務局長(全労連雇用･労働法制局長)は、今国会で出される「労働基準



 

 

 

◆ 2 月１２日、2月２６日、3月１１日、3月２５日、4月８日、4月２２日、 

5 月１３日、5月２７日、6月１０日 

 

法の一部『改正』法案」と「雇用保険法等の『改正』法案」について「労働者保護を強化するものに改正

すべきだ」と指摘。高齢者雇用安定法などの法案を一括りに一括法にし、日切れ扱いし十分な審議もさせ

ず、その内容は「『全世代型社会保障』と称して高齢者から労働者保護を外し、低賃金、不安定雇用、業

務委託など、保護もなくフリーランス化の雇用によらない働き方を推進するものだ」と批判。「こうした

内容を知らせ世論にして安倍政権を包囲していこう」とよびかけた。 

東京のうたごえ協議会の大熊啓事務局次長は、「沖縄緑が丘保育園での米軍ヘリ部品落下事故を受け、

一昨年お母さんたちが危険な運用を止めるよう日本政府に要請したにもかかわらず、いまだに何も変わ

らない状況だ」と報告。「上空を飛ぶ米軍機の爆音から、子どもたちが小さい子を守る姿に胸が痛んだ」

と訴え、「子どもたちが安心できる国にするためにも頑張ろう」とよびかけ、オリジナル曲「見上げた空

から」をギター伴奏とともに披露。参加者は、うたに聞き入りながら沖縄に連帯した。 

安保破棄中央実行委員会の林竜二郎事務局次長は、「こうした、こどもたちを守ることができない状況

の背景にあるのは日米安保条約と日米地位協定。今年は改定条約締結から60年の節目の年だ」とし、日

米地位協定の抜本改定を求める署名への協力をよびかけた。そして、「安倍政権とのたたかいのドラマは

最終盤。これを終わらせるべく、今国会でスタートダッシュをかけ、一つひとつの行動を成功させ、安倍

政権打倒の最終盤を迎えよう」とよびかけ、行動提起をおこなった。 

行動のおしまいには、自治労連の小原徹也中央執行委員による音頭で、国会に向かって「安倍首相は権

力や税金を私物化するな！」などと大きく声を響かせ、シュプレヒコールをおこなった。 

 

 

今後の行動予定 

◆1月２９日(水)１８時３０分～ STOP!安倍改憲発議 総がかり行動 緊急署名街頭宣伝 新宿駅西口
小田急百貨店中心に 総がかり行動実行委/全国市民アクション 

◆1月３１日(金)１５時～ オスプレイ配備撤回を求める院内集会 衆議院第１会館第４会議室 安保破棄等 
◆２月６日(木)１８時３０分～ 新署名スタート！安倍政権を退陣させる！2.6市民集会  
北とぴあ･さくらホール 全国市民アクション 

◆２月６日(木)１０時３０分 介護保険の改悪許さない！署名提出行動  参議院会館１０１ 
◆２月８日(土)１３時３０分～ 全国学習交流集会(新署名意思統一) 損保会館 憲法共同センター 
◆２月１０日(月)１２時～ ９の日行動 新宿駅西口 憲法共同センター 
◆２月１２日(水)１３時３０分～「年金と高齢者雇用の改悪反対！労働債権の保護強化を！要求実現
2・12緊急院内集会」  参議院会館 B１０３会議室  労働法制中央連絡会 

◆２月１２日(水)１６時～ 大幅な計画変更でどうなる辺野古新基地建設 参議院１０１ 総がかり 
 

 

 

 

～ 第２０１通常国会（6/17閉会予定）今後の定例国会行動の予定 ～ 

◆12:15～13:00    ◆衆議院第 2議員会館前     ◆隔週の水曜 

 




